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実現し、持続可能な開発がテーマとなった。 ThinkGlobally, Act Locallyという標
語や、温暖化防止条約などの国際条約、そして、アジェンダ21を生んだ地球サ
ミットであったが、人々の考え方の変革に必要な地球憲章は構想段階にとどま
った。そのため、 95年に、モーリス・ストロングやゴルバチョ 7、ルベJレスが
中心とをり、地球憲章を作成するため、ハーグのピースパレスで地球憲章委員
会を立ち上げた。その後、リオ＋5で、ベンチマークドラフトが完成し、さらに、
ピープルズチャーターにするため、世界中から意見を求めた。日本においては、
グリーンクロスジャパンがイニシアテイプをとるなどして、様々な国の多くの
人々の意見が取り入れられ、哲学者スティープン・ロックフエラーにより書き
98 
上げられた。この憲章は、 2日0年3月にパリのユネスコ本部で完成し、 6月に
ピースパレスで正式発表された。
作成までが第一段階だとすれば、現在は次の段階がはじまっており、来年の
ヨハネスブルクサミットに向けて、地球憲章を世界中に広めようという動きが
ある。伊jえば、 11月28日には、プリスベンにおいて2001年アジア・パシフイツ
ク地球憲章コンブァランスが開催され、来年には、フランスのリオンで、フラ
ンス政府の支援の下での会議も予定されている。また、日本においても有識者
やビジネス界、 NG Oの力を借り、この憲章を広めていく為、地球憲章推進日
本委員会が結成された。
持続可能な開発に向けての価値や原則を彊い、行動規範を作るというこの地
球憲章は、まさに、どの宗教の中心にも流れる哲学、思想と共通のものではな
いかと恩われる。それは、人類が多種多様な種の一種に過ぎず、自然の中で生
かされているということを謙虚に認識するところからはじまり、この地球に生
を受けた以上、人聞は互いに、そして他の種に対して地球規模の義務と責任を
感じなければならないということを桓っている。日常では忘れがちな、このよ
うな基本的な事柄を、地球憲章を読むことで思い出し、全ての人々がこのよう
な感覚を持って日々暮らすことで、世界が変わっていくことを希望している。
